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「第四次北九州市高齢者支援計画」の修正箇所について 

１ パブリックコメントによる修正箇所 

修正１ 

【意見概要】 

・ 高齢者にとっては、計画を周知する手段がインターネットなどでは理解が困難であ

る。わかりやすい方法を考えてほしい。

【修正内容】 

・ 上記の意見を踏まえ、第４「計画の推進体制」２「計画の周知」に、周知方法につ

いて記載。 

修正２ 

【意見概要】 

・ 地域活動の際、多くの人の手助けを必要とするが、若年者の参加がなかなか得られ

ない。

・ 他者への思いやりが少なくなっているように感じる。若年者のボランティア精神を

育む教育をしてほしい。

【修正内容】 

・ 上記の意見を踏まえ、第５「具体的な取組み」目標②【支え合い】「高齢者と家族

を見守り支え合うまち」【施策の方向性１】「地域協働による見守り・支援」の（基

本的な施策１）「見守り・支え合いネットワークの充実」に、多世代による高齢者の

見守り・支え合いについて記載。 

（Ｐ.７２）
２ 計画の周知 

本計画の推進にあたって、市民一人ひとりが地域における支え合いや高齢社

会対策の重要性を理解し、まちづくりを実践・継続していけるよう、市政だよ

りや市ホームページの活用や、市民にわかりやすい計画書概要版パンフレット

の作成を行うとともに、「出前講演」等で地域に出向いて意見交換を実施するな

ど、様々な機会を通じて計画内容の広報・啓発に努めます。特に、地域包括支

援センターに関するものなど、市民に密着した支援を行うものについては、重

点的に市民への周知を図ります。 

（Ｐ.９７）
（基本的な施策１）見守り・支え合いネットワークの充実 

今後さらに高齢化が進展し、対応困難な事案が増加する中、支援の必要な高齢

者を身近な地域で見守り・支え合う仕組みに多世代が参加できるよう取り組むと

ともに、民生委員や福祉協力員等の地域のネットワークはもとより、市民と接す

る機会のある民間企業や地域団体等と連携した、いのちをつなぐネットワーク事

業の強化を図り、地域社会全体で支援の必要な高齢者を見守り、支援していきま

す。 
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修正３ 

【意見概要】 

・ 高齢者に配慮した多様な住まいを普及・確保してほしい。

【修正内容】 

・ 高齢者に配慮した住環境の整備にあたっては、ハード面の「住まい」とソフト面の

「住まい方」の両面から取り組んでいく。このような取組みを計画上明らかにする

ため、第２「現状と課題」２「高齢者を取り巻く現状と今後の課題」（９）「生活環

境」イ「今後の課題」（高齢者に配慮した多様な住まいの普及・確保）及び、第５「具

体的な取組み」目標③【安心】「住み慣れた地域で安心して暮らせるまち」【施策の

方向性４】「安心して生活できる環境づくり」（基本的な施策１）「高齢者に配慮した

多様な住まいの普及・確保」に、「住まい方」について追記。 

（Ｐ.５０）
高齢者に配慮した多様な住まいの普及・確保

今後、増加する高齢者に対し、高齢者向けの住まいや施設の量の確保が必要であ

り、低額所得世帯が居住できる低廉な家賃の住宅確保についても考慮する必要があ

ります。また、介護が必要になってもできる限り在宅生活が続けられるよう、住宅

のバリアフリー化を進めることも求められます。さらに、住み替えを希望しても所

有する持ち家の処分ができずに住み替えができなかったり、高齢者向けの住まいに

関する情報が十分に届いていなかったりする状況が見られるため、持ち家処分や高

齢者向けの住宅への住み替え等住まい方に関する情報提供や相談支援が必要です。

（Ｐ.１３８）
（基本的な施策１）高齢者に配慮した多様な住まいの普及・確保 

（略） 

高齢者に配慮した住宅の普及について、高齢者向け優良賃貸住宅の入居者に対し

て引き続き家賃補助等を行うなど入居を支援するほか、高齢者に配慮した住宅の普

及に向けた制度の周知や高齢者等に配慮した市営住宅の整備・改善を行います。ま

た、介護が必要な高齢者等が居住する住宅の改修に対する助成など住宅のバリアフ

リー化を推進していきます。さらに、高齢者の住まい方への取組みとして、持ち家

処分や高齢者向けの住宅への住み替え等に関する情報提供や相談支援などのほか、

高齢者のルームシェア等を研究します。 
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修正４ 

【意見概要】 

・ 新成長戦略では、「ＩＣＴを活用したビジネスモデルの構築や、福祉サービスの実

現を図る」とされている。相互に連携して計画を推進するのであれば、次期高齢者

支援計画にも同様に記載すべきである。

【修正内容】 

・ 上記の意見を踏まえ、第５「具体的な取組み」目標③【安心】「住み慣れた地域で

安心して暮らせるまち」の【施策の方向性４】「安心して生活できる環境づくり」（基

本的な施策４）「高齢者を中心とした新たなサービス産業の振興」に、ＩＣＴを活用

した福祉サービスの開発・普及について記載。 

修正５ 

【意見概要】 

・ 意見募集要項に情報が少ない。私たちが判断できる情報を載せてほしい。

【修正内容】 

・ 上記の意見を踏まえ、資料編に各種データを追加。 

（Ｐ. １４６）
（基本的な施策４）高齢者を中心とした新たなサービス産業の振興 

地域企業、大学、医療・福祉機関、行政等の連携により、医療・福祉関連分野

での課題・ニーズの共有を図るとともに、ロボット技術やＩＣＴ技術も活用しな

がら、新たなサービスの提供や製品の開発・普及に取り組み、健康増進・長寿産

業の振興を図ります。また、高齢化率の高い大都市として、高齢者の健康づくり、

福祉、見守り等の分野で、高齢者ニーズに対応した汎用性の高いビジネスモデル

を構築し、国内外に発信します。さらに、高齢者をはじめとする全ての市民が質

の高い生活を送ることができるよう、健康、医療・福祉、教育・文化、住宅など

の市民生活の質の向上に貢献するビジネスを振興します。 

（Ｐ．１７９～２１４） 

１ 第三次北九州市高齢者支援計画の主な取組み 

２ 第四次北九州市高齢者支援計画策定の経緯 

３ 第四次北九州市高齢者支援計画の成果指標 

４ 介護保険制度の概要 

５ 校区別人口 

６ 日常生活圏域別データ 

７ 用語解説



4 

２ 介護保険事業計画に係る修正箇所 

修正１ 第６期介護保険事業計画における事業費の見込み 

【修正内容】 

 （Ｐ．１６７）

区分 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 合計 

保険給付費 ８３８億円 ８５７億円 ８８６億円 ２，５８１億円

地域支援事業費 ２０億円 ４７億円 ６５億円 １３２億円

介護予防事業 

≪新しい総合事業≫
５億円 ２７億円 ４４億円 ７６億円

包括的支援・任意事業 １５億円 ２０億円 ２１億円 ５６億円

計 ８５８億円 ９０４億円 ９５１億円 ２，７１３億円

修正２ 第１号被保険者の介護保険料（平成２７～２９年度） 

【修正内容】 

（Ｐ．１６８）

【第６期介護保険料の考え方】

 （１）国の示した基準（標準段階）に応じた変更

   （略）

   「 第２段階の保険料率の変更」を削除

   （略）

 （４）公費による低所得者の保険料軽減について

   （略）

≪「公費による低所得者の保険料軽減」の部分実施について≫ 

 予定されていた消費税率１０％への引き上げが延期されたことに伴い、平成２７年４月か

らの「公費による低所得者の保険料軽減」は、特に所得の低い方（保険料段階が第１段階の

方）を対象に部分的な実施となりました。（第１段階について、保険料基準額に対する割合を

０．５から０．４５に軽減します。） 

※ 消費税率１０％への引き上げが行われる予定の平成２９年４月からは、市民税非課税世

帯全体（保険料段階が第１段階～第３段階の方）を対象として完全実施される予定です。
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（Ｐ．１６９）

【第１号被保険者の第６期介護保険料（基準額）の算定】 

第１号被保険者の第６期介護保険料（基準額）：月額 ５，７００円 

◆ 修正１及び修正２に伴い、以下も変更となる。

○第６期介護保険料の設定イメージ（Ｐ．１７０）

○第１号被保険者の第６期介護保険料（平成２７～２９年度）（Ｐ．１７１）

○参考：平成３７年度（２０２５年度）の見込み（Ｐ．１７３）

３ 「認知症施策推進総合戦略」公表に伴う修正箇所 

修正 「認知症施策推進総合戦略」に関する記述を追加 

【修正内容】 

（Ｐ．６）

（１）法定計画として策定 

（略）

また、厚生労働省が策定した「認知症施策推進５か年計画（通称：オレンジプ

ラン）」及び「認知症施策推進総合戦略（通称：新オレンジプラン）」の方向性を

踏まえ、本市独自の方策を加えた、認知症対策の基本的方向を示す「北九州市認

知症施策推進計画（北九州市版オレンジプラン）」の内容も含んでいます。 

（Ｐ．５６）

（２）認知症施策の推進 

    「認知症施策推進５か年計画（通称：オレンジプラン）」及び「認知症施策推

進総合戦略（通称：新オレンジプラン）」に基づき、認知症になっても本人の意

思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らせる社会の実現を目指す。 

（Ｐ．１００）

【施策の方向性２】総合的な認知症対策の推進 

     （略） 

さらに、平成２７年１月には、国家戦略として「認知症施策推進総合戦略（通

称：新オレンジプラン）」を公表し、今後、関係府省庁が連携し、認知症高齢者等

の日常生活全体を支えるように取り組んでいくこととしました。 


